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1. まえカTき

水路部では，昭和58年から大陸棚の限界の画定及び大陸棚の管理，利用開発に必要な科学的資料を得るた

めに，測量船「拓洋JKより大陸棚調査を実施している。その調査項目は海底地形，地質構造，地磁気，重

力等である。

今回は第8回大陸棚調査として，昭和60年11月～昭和61年 1月花実施した火山列島海域について，調査結

果の概要を報告する。

2. 調査

調査海域は母島列島及び火山列島を含む北緯24°00’から 27°00’まで，東経 140°00＇から 142°30’までの

範囲である。 （第 l図参照）

調査期間は昭和60年11月22日から12

月13日まで及び昭和61年 1月9日から

1月28日までの42日間である。調査の

主測線は東西方向IC5海里間隔とし，

交差損lj線は主測線とほぼ直交する南北

方向lζ設定した。また，北緯25度線上

ではマルチチャンネノレ音波探査を実施

した。ζれらの測線上では連続的lζ測

深， 1チャンネノレ音波探査（北緯25度

の測線を除く），地磁気，重力等の調

査を同時に行った。

調査機器は乙れまでの大陸棚調査と

同様に，船位は複合測位装置（全測

線），測深はナローマノレチビーム測深機

( 7, 100海里），地質構造は12チャンネ

ノレ音波探査装置 (137海里）， lチャン
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第 1図調査区域図（斜線部分）

32 



ネル音波探査装置（ 5, 654海里）及び表層探査装置（7, l 00海里），地磁気は海上磁力計（ 5, 684海里）及び

磁場の時間変化補正データ収集のための海底磁力計（ 1点連続62日間），重力は海上重力計（全測線），採泥

はチェーンパック型採泥器（ 5点），住状採泥器（ 1点）で調査し，海底写真撮影は深海カメラで 1点行った。
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第2図海底地形図
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3. 調査結果

（海底地形）第2図参照

調査区域の中央部lとは，ほぼ南北花火山列島を含む七島一硫黄島海嶺が伸びている。乙の高まりは伊豆七

島付近と比較すると全体lζ幅が狭くなっている。また島棚の発達はみられず，やや急な傾斜で高まりを形成

している。ζの西側の四国海盆にかけての斜面では水深約 2,500～3,000仇までは 20～5。の傾斜を示して

おり，それ以深では更に緩斜面となって起伏を伴うやや複雑な地形となる。東側斜面では山体の急峻な所で

50～goを示すが全体lζ緩やかな傾斜で小笠原卜ラフを形成している。また北緯 25°30’以北の東側斜面で

は海嶺軸lと平行に比高数十メートノレの凹凸が連続して繰り返す地形があり注目される。 （第3図参照）

区域北東部には母島列島があって父島列島へと続く小笠原海嶺を形成している。乙の海嶺では島棚がやや

発達しており，西側の小笠原トラフへ至る斜面は約 11° と急傾斜である。乙の海嶺の北緯 26°以南は穏やか

な地形となって七島一硫黄島海嶺と一体となっている。

七島一硫黄島海嶺と小笠原海嶺との聞には小笠原卜ラフの南部域が入り込んできており，緩やかな傾斜で

幅40～印刷の平坦なトラフ底を形成している。乙のトラフ内lとは，地下からの貫入lζよって形成されたと恩

われる小さな高まりが数ケ所点在している。ζのような小さな高まりは七島一硫黄島海嶺の火山体西側の斜

面や平坦面にも多数みられる。区域西側の四国海盆に至る水深 2,500～3,000 mの平坦部では，凸部と凹部

が入りくんだやや複雑な地形をしており，特iζ北緯25度付近から南南西方向への幅約20同，長さ約80加の谷

地形が顕著である。

（海底地質構造）第4図， 5図参照

第4図，5図は東西方向の測線上で得られたシンクール音波探査，地磁気及び重力の断面である。

小笠原トラフでは東西の両海嶺からトラフ平坦部にかけて音響基擦が次第に深くなり厚い堆積層を形成し

ている。 トラフ中軸部の厚い堆積層下での音響基盤は，ほとんどとらえられない。また表層付近に明瞭な境

SEC KR -10 小笠原海嶺。 .. 国？『w- 七島一硫黄島海嶺 ー・E,, 
｝』h

ι 

"' 
" 届歯 ，附' E噛！： ＝

小笠原 トラフ

4 -1 h盤ヰ丞記 －－＂＂＂

' i ), 

｜思1専
1"' I‘？ 

6 

第3図音波探査断面図
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第4図 音波探査 ・重力（フリーエア）異常地磁気全磁力異常断面図

界をもっ音波散乱層が存在する。ζの散乱層は小笠原卜ラフの南に向かうにつれて拡がっている。堆積層は

七島一硫黄島海嶺西側の平坦部から南西部の海底谷にかけての海底と小笠原海嶺の北緯 26°付近の凹地にも

みられる。

七島一硫黄島海嶺西側の区域では，地形lとも反映しているように基盤の隆起や貫入を伴う顕著な層相の乱

れが認められる。平坦部の海底下においても基盤の隆起がみられるが，変動後の堆積によって現地形を形成

している。調査区域の殆ど全域でみられる比高数百メート Jレの小海丘や小突起地形は，いずれも基盤の貫入

によって形成されている。以上の乙とから乙の海域では，どく最近まで基盤の変動が活発であり，かつ盛ん

な堆積作用も継続している乙とを示しているように思われる。

（底 質）第 2図参照

本海域で採取した試料の目視観察結果を第 1表lζ示す。

（地磁気）第 4' 5' 6図参照

七島一硫黄島海嶺では，海嶺軸lζ沿ったほぼ南北lζ磁気異常が顕著である。大きな異常域は同海嶺に並ぶ

火山体iζ対応しており，特lζ硫黄島周辺では波長約20伽，振幅 1200～1500nTのダイポーJレ異常が認められ

る。乙れは磁気基盤が浅く存在するととによるものらしい。小笠原海嶺にも磁気基盤の隆起によるものと考
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音波探査 ・重力（フリーエア）異常地磁気全磁力異常断面図
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第 5図

底 質 採 取 一 覧 表

採取番号 年月 日 地 jf; 採取位 置 水深 底質（海図図式記号）

6008D 1 61・1・22 海形場 26°40.2’140°56.4’ 370 m G, c.S 

6008D2 61・1・24 海徳海山南西側小海丘 25°49.9' 140°44.2' 1170仇 Sn, G, S 

6008D3 61・1・26 南硫黄島北側小堆 24°25.1' 141°25.1’ 90仇 Sn, G, c.S 

6008D4 61・1・26 南硫黄島北側平坦面 24°21. 9’141°28. 9’ 300m Sn, G, c. S 

6008D5 61・1・26 南硫黄島北東側斜面 24°17.9’141°34.1’ 1066仇 Sn,G,c.S 

6008c1 61・1・22 北硫黄島西側平坦面 26°33.8’140°19.5' 3590m f.S, M 

第 1表

えられる＋ 558～－ 389nTを示す異常が認められ，火成岩類の隆起が考えられる。

また小笠原 卜ラフでは北緯 25°00’～26°30’にかけて，波長約印刷，振幅 500nT前後の異常が認められ

るが全体としては静穏である。

七島一硫黄島海嶺西側には北東一南西方向の波長60～印刷，振幅約 400nTのやや穏やかな異常が雁行状
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第 6園地磁気全磁力異常図

iζ並んでいるのがみられ，地形にも対応している。

（重 力）第 4. 5. 7図参照

小笠原海績は調査区域の中では正の異常値が非常に高く，特lζ母島の北側では＋ 300mGalを超える。通
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第 7図重力（フリーエア）異常図

常島弧一海溝系の前弧では重力異常は大きく，海溝から縁海にいたる断面の中で最大値をとる乙とが多いと

云われている。一方，小笠原トラフは最小一136mGalの値を示す大きな負の異常域となっている。

七島一硫黄島海嶺では各火山体の最大値が＋ 130mGal～＋ 180mGalの正の異常を示し，基盤の隆起を反

映しているものと考えられる。また四国海盆側では O～70mGalの小振幅のフリーエア異常が支配的である。
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全般的lと地形lζよく対応した重力異常の分布をしているが，海嶺部と卜ラフとの異常値の差は地形の起伏

から推定される値より大きいようである。
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